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2023年の「データヘルス計画第2期」・「特

定健診保健指導第3期」の評価に向けて市場は、

今後拡大していくと考えます。

当社は、その中でお客様のニーズを確実にキャ

ッチアップしなければ市場から取り残されてしま

います。一方で確実に波を捕らえることが出来れ

ば大きな飛躍のチャンスとなります。

しかし、このような拡大の波が来ている時こそ波にのるだ
けでなく、真理はなにかを考え、「お客様から言われたこと
だけをやれば良いのか」 、「対応できる体制は、いつから
いつまで必要なのか」、「もっと効率的に⾼い品質が提供
できないか」、そしてなによりも「お客様の望まれる成果が
お客様へ届けられているのか」を重点に活動すべきであり
、全ての疑問とそれを解決する⾏動が重要と考えます。

また、社会の「ICT／IOTの活用」、「AIの活用」といっ
た動きは益々拡大すると思いますが、それだけではサービ
スにならず、一方で全てを人が対応するのにも限界があり
ます。

社員一人ひとりは、お客様の望まれる成果を実現する
ために、今一度、⾃⽴し、お客様から評価されるサービス
を様々な仕組みを駆使して創造していきます。

これらの取組みは、弊社ならびに社員の更なる成⻑に
繋がるものと確信しております。

弊社は、富士通が提供するICT/IOTを活用した

『健康サービスの会社』として、「富士通グルー

プが健康サービスに取り組む会社として社会的に

認知される」ことに貢献いたしたく、活動を推進

してまいります。

２０１9年2月

代表取締役社長 齋 藤 稔

■健康ワンポイント情報 〜健康スコアリングレポートの提供はじまる〜

《 健康スコアリングレポートの概要》
・ 各健保組合の加⼊者の健康状態や医療費、予防・健康づくりへの取組

状況等について、全健保組合平均や業態平均と⽐較したデータを⾒え
る化

・ レセプト(診療報酬明細書)と特定健康診断結果のデータから保険者単
位のレポートを作成の上、全健保組合及び国家公務員共済組合に対し
て通知（健保組合：約1,400、国家公務員共済組合：20）

従業員の健康管理を組織戦略に則って展開していく「健康経営」が注目され
る中、企業と健保組合が一体となって従業員の健康づくりを推進していく「コラ
ボヘルス」が重要視されています。この推進ツールのひとつとして、2018年度か
ら「健康スコアリングレポート」の提供が、厚生労働省・経済産業省と⽇本健
康会議の連携により開始されています。

《 健康スコアリングレポートの活用方法》
・経営者に対し、保険者が⾃らのデータヘルス分析と併せて、スコアリングレ
ポートの説明を⾏い、従業員等の健康状況について現状認識を持っても
らうことを想定

・その上で、企業と保険者が問題意識を共有し、経営者のトップダウンによる
コラボヘルスの取組の活性化を図る

・レポートと併せて、企業・保険者の担当者向けに、経営者への説明のポイ
ント等、レポートの⾒方や活用方法等を⽰した実践的な「活用ガイドライ
ン」を送付

《出⼒イメージ》

（出典：－⽇本健康会議2018 発表資料－「健康スコアリングが目指すもの」 2018年8月27⽇）
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■■■編集後記■■■

平成としては、今回が最後のレターとなります。
弊社の取り組みなどについて、今後も皆様に知っ
ていただけるようお届けいたしますので、次号もご期
待願います。

「健康ワンポイント情報」でもお伝えしたように、「健康スコアリングレポート」によりそれぞれの健保組合の
健康状況等が、全健保組合平均や業態平均と比較してどのレベルにあるかがスコア化されて見ることができます。
大企業や様々な業態の事業部門を持つ複合企業の場合、次のステップとして必要となるのは、企業（または企業グ
ループ）内での事業部門ごとの健康状況等のレベルがどうなっているのかを明らかにし、事業部門ごとの職務内容、
勤務環境、人員構成などの部門特性に応じた施策に結び付けていくことです。

弊社では、データヘルス分析サービスの一環として、企業（または企業グループ）内の事業部門ごとの健康状態
や医療費、予防・健康づくりへの取組状況を比較評価できる「健康通信簿」を提供しています。

■「健康通信簿」提供サービスのご紹介

健保全体の分析結果をもとに、各事業部門の従業員の健康度を評価し、健保組合全体の中でみた
該当事業部門の位置づけと健康課題について、部門⻑（または健康推進責任者）と共有すること
を目的としています。

目 的

指標と評価方法

①健診受診率 ・・・・・・・・・・・・・・ 従業員／家族
②健診結果リスク ・・・・・・・・・・・ 肥満／血圧／脂質／血糖／肝機能の５分野
③生活習慣リスク（問診）・・・・ 運動／食事／喫煙／飲酒／睡眠の５分野
④メタボリックシンドロームリスク ・・ 該当者／予備群
⑤保健指導利用率 ・・・・・・・・・ 積極的支援／動機付け支援
⑥生活習慣病リスク ・・・・・・・・・ 発症リスクと重症度から６段階に分類
⑦1人当たり医療費 ・・・・・・・・・ 医療費全体／対策可能医療費（生活習慣病・季節性疾患）
⑧事業継続リスク ・・・・・・・・・・・ 労災関連／突然死／メンタル不調／SAS／インフルエンザ
※評価値算出にあたっては、人員構成による要因を排除するために、性別と年齢を対象とした補正評価も⾏っています。
※評価および掲載対象に家族（被扶養者）を加えることも可能です。

健診結果・レセプト・保健指導の各データをもとに、健康リスクの観点から以下8つの指標ごとの指標
値を算出し、その結果をもとに AAA〜D の10段階で健康度のランク付けを⾏っています。

■事業所概要
（　）内は平均年齢 ■年齢階層別人数（被保被扶/男⼥別）

19,641 (44.8) 3,072 (41.0) 22,713 (44.2) 8,036 (13.1) 16,726 (30.5) 24,762 (24.6) 29,677 (35.1) 21,798 (32.4) 51,475 (34.0)

3,987 (43.3) 660 (39.2) 4,647 (42.7) 1,655 (12.4) 3,177 (29.5) 4,832 (23.6) 5,642 (34.2) 3,837 (31.2) 9,479 (33.0)
3,689 (45.8) 696 (43.8) 4,385 (45.5) 1,556 (13.1) 3,157 (30.2) 4,713 (24.5) 5,245 (36.1) 3,853 (32.6) 9,098 (34.6)
3,263 (44.0) 1,038 (38.1) 4,301 (42.6) 1,511 (12.0) 2,814 (30.6) 4,325 (24.1) 4,774 (33.9) 3,852 (32.6) 8,626 (33.3)

814 (43.4) 165 (41.9) 979 (43.1) 279 (13.7) 545 (31.1) 824 (25.2) 1,093 (35.8) 710 (33.6) 1,803 (34.9)
735 (45.2) 173 (40.0) 908 (44.2) 380 (12.8) 727 (30.7) 1,107 (24.5) 1,115 (34.2) 900 (32.5) 2,015 (33.4)

7,153 (45.5) 340 (42.6) 7,493 (45.1) 2,655 (13.8) 6,306 (31.0) 8,961 (25.2) 11,808 (35.7) 8,646 (32.8) 20,454 (34.5)

75,440 (44.4) 10,530 (41.0) 85,970 (43.7) 28,040 (13.3) 62,603 (30.2) 90,643 (24.4) 176,613 (34.8) 93,133 (32.6) 216,623 (33.9)

■健康リスク評価サマリ
注）網掛：健保全体数値と有意差あり（⻘字：良　赤字：悪）

健保連平均 健保全体 貴事業所 偏差値 総合評価 補正評価

88.7% 97.4% 98.5% 56 
44.2% 21.6% 23.4% 54 
36.9% 36.9% 37.5% 49 
33.3% 24.9% 21.2% 62 
62.3% 57.9% 58.7% 48 
31.1% 30.3% 35.1% 44 
31.2% 32.4% 32.5% 50 
77.8% 70.1% 62.1% 58 
64.6% 71.7% 74.9% 44 
52.4% 54.6% 55.3% 50 
32.3% 31.2% 27.3% 55 
35.2% 24.9% 16.3% 58 
16.0% 9.0% 4.7% 57 
18.9% 17.1% 12.1% 55 
26.9% 21.5% 17.4% 59 
29.5% 19.9% 16.0% 56 
20.3% 36.0% 45.1% 43 
40.4% 51.7% 67.9% 42 
12.8% 11.9% 11.6% 51 
12.3% 12.5% 12.6% 49 
- 23.5% 24.7% 51 
- 29.3% 35.8% 54 

- 34.8% 35.3% 49 
- 19.3% 19.2% 50 
- 6.4% 5.6% 53 
- 3.9% 3.9% 50 

142,959 140,042 142,015 50 
- 16,892 16,474 53 
- 30.8% 31.8% 47 
- 3.3% 3.0% 50 
- 9.4% 9.7% 48 
- 18.9% 19.4% 49 
- 7.6% 7.3% 51 

  ■健康リスクの特徴   ■課題と対策

（V1.0）

従業員（被保険者） 家族（被扶養者） 全体
男性 ⼥性 計 男性 ⼥性 計 男性 ⼥性 計

メタボリックシンドローム等（SS3）
軽症レベル（SS4)

たばこ

該当者
予備軍
積極的
動機づけ
特に問題なし（SS1)
生活習慣に課題がある（SS2)

飲酒頻度

突然死発展疾患
メンタル不調
SAS
インフルエンザ

⑧事業継続リスク

中症レベル（SS5)
重症レベル（SS6)
1人当たり医療費（全医療費）
1人当たり医療費（対策可能な疾病）
労災基礎疾患

健保全体

従業員
家族
肥満

A工場
B工場
C支社
D支社
その他（上記5拠点以外）

④メタボリスク

⑤保健指導利用率

⑥生活習慣病リスク

⑦医療費

（拠点内内訳）

○○○事業所

本社

（参考）

指標評価

①健診受診率

②健診結果リスク

③生活習慣リスク

血圧
脂質

睡眠

血糖
肝機能

夕食後の間食
朝食抜き

飲酒量

運動

食事

飲酒

5

7 6

6 7

6 6

6 6

6 5

5 6

5 5

- 35.6% 35.9% 50 

5

30分以上の運動
歩⾏同等の運動
歩⾏速度
食べる速さ
就寝前の食事

評価者記⼊欄
BB BBB↗
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健保平均

【健診結果評価チャート】
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【事業継続リスク評価チャート】
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総合評価
補正評価

【総合評価チャート】

（昨年度評価） 今年度評価

評価者記⼊欄

01,0002,0003,0004,0005,000

00- 0 4

05- 0 9

10- 1 4

15- 1 9

20- 2 4

25- 2 9

30- 3 4

35- 3 9

40- 4 4

45- 4 9

50- 5 4

55- 5 9

60- 6 4

65- 6 9

70- 7 4

被保険者 被扶養者

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

00 -04
05 -09
10 -14
15 -19
20 -24
25 -29
30 -34
35 -39
40 -44
45 -49
50 -54
55 -59
60 -64
65 -69
70 -74

被保険者 被扶養者

前年度と今年度の総
合評価結果

８つの指標別総合評
価結果(補正値含む)

検査結果、問診結果
、事業継続リスクについ
ては評価値を分野毎
レーダーチャート表⽰

年齢階層別の対象者
人数ピラミッドグラフ

詳細指標項目ごとの指
標値と指標別評価値の
一覧表
＊健保全体と⽐較

して有意差がある
場合は色表⽰

＊総合評価は補正
値も併記

従業員および家族の男⼥
別対象者数と平均年齢

出⼒帳票 ※各指標ごとの詳細状況については別紙にて出⼒を⾏います。

該当事業所の健康リスクの特徴と課題解決に向けた対策等の追
記欄（健保側での記⼊を想定）

８つの
指標


